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先生公案を遺して逝く
久保田正雄（政治経済学部教授）
　私が中野渡先生から御好誼を賜わることになったのは本政経学部専任講師に
就任してからである。その当時私は迂潤にも姓は「中野」名は「渡」と速断
し，学内ではこの先生だけを名前まで呼ぶのは何故だろう，と謁かっていた。
わが曇れる眼に映った先生の姿には，いわゆる学者や教授に特有の怖さがみら
れず，大人のような温さが滲み出ていた。研究室関係の一泊忘年会に私がはじ
めて参加するとき，先生は，新参者が万が一にもためらうことのないよう，わ
ざわざ東京から現地まで同行して下さった。先生の教を受けた学生の多くが，
社会人となってからも身の上や縁談のことで先生から親身の面倒を見ていただ
いているのは周知のことである。十年近く前のことだろうか，数多くの仲人成
就を報告祈願のため出雲大社に昇殿参拝なされた際の体験談を承ったとき，
「ナカノワタルノミコト」などとヨタを申し上げたこともあった。
　先生の直門以外にも先生のお世話になった学生がいる。例えば私のもとで社
会学を専攻したM君は一昨年漸く大学院前期課程を卒業したのだが，もしも先
生から親身の御指導をいただき損ったら，彼は公立高校教員採用試験に合格し
続いて修士論文を書き上げることが難しかったのではないかと思われる。M君
は学部・大学院とも私の担当学生だったが，一人っ子でやや過保護に育ったせ
いか，ちょっとポーッとした所があり，努力の割には研究のピソトがボケがち
で，教員採用試験にもなかなか合格せず，正直なところ私もやや持余してい
た。こんなわけでとうとう前期課程も四年目に入ってアトがなくなって来た。
このM君を先生は春休みに海外（中国）旅行の随行に誘って下さったのである。
帰国してからの彼はまさに刮目の変り様で，七月に教員試験を突破し十二月に
は何とか論文を完成した。「あいつはとにかく心機一転しなければ何をやらせ
ても駄目ですよ」と先生はニコニコして語られた。先生の学問は知行合一の精
神を体したものであり，時務を識ることのない儒生俗子の学でないことが，私
　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　には段々と分って来た。専門を異にするとはいえ，私が先生の学問よりも人間
だけに甘えて荏再時を過してしまったのは不覚であった。先生がいつかの教授
会で学生相談室長として学生の自殺事件について報告されたとき，「こういう
ことは今後絶対あってはならないのです」と訴えられたその気迫にハッと胸を
衝かれたのを私は今も思い出すのである。
　昨年蒲生教授の急逝に荘然とした私達は，とにかく中野渡先生を頼りに研究
室再建の途を模索していたのであるが，続いて先生を失い，文字通り息の根が
止まるような衝撃を受けた。「君等よ，もし叡智があるならこの窮地を自力で
切抜ける工夫をしてごらん」という公案を遺して先生は逝ってしまつた。
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